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試験の必要性

応力－変位線図

ボルト、リベットやピンなど、結合部品のせん断強度を測定いたします。

結合部品のせん断試験

Cat.No 3S3J-067-00-121016

ボルトやリベット等は、JIS規格で引張強度は規定されていますが、せん断強度については規定されていません。
しかし、使用状況によってはせん断破壊することも有り得ることから、せん断強度の測定も重要です。
当社では、ボルト・リベットの大小に合わせて、広範囲なせん断強度の測定をお引き受けいたします。
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せん断試験片
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複数の試験機を保有して

いますので、幅広い容量範

囲（～数十トン）の試験が

可能です。大型部品のボ

ルトにも対応いたします。

また、疲労試験と組み合わ

せることで、せん断疲労試

験の実施も可能です。


